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人口：66,000人	
（震災前：74,000人）	

宮城県気仙沼市	

唐桑エリア�

本吉エリア�

旧気仙沼エリア�

大島�

リアス式の美しい地形を持ち、漁業と観光を主な産業にもつ世界有数の港町	



東日本大震災	 気仙沼市の被害（2016年2月29日現在）	
　人的被害：1359人	
　被災世帯数：9500世帯	
　避難者数：2万人	
　建物被害：16,000棟	
　被災事業所：3,300事業所（全体の80％）	
	

2011年3月11日PM 2:46 
激震災害の発生。東北地方太平洋
沿岸部に10ｍ超える巨大津波が襲
う。建物被害は全半壊合わせ30万
戸以上、死者・行方不明者合わせ

て2万人近い命が失われた。	



L1対応の防潮堤	

東日本大震災のような1000年
に一度の津波をL2津波。	
数十年から百数十年に一度の
津波をL1津波と分類し、現在被
災地に建設予定の防潮堤はL１
の規模の津波を防ぐ高さに設
定されている。	
三陸沿岸ではL1防潮堤でも10
ｍから15mの高さになることも
ある。	
	



防潮堤を勉強する会	
URL	:	seawall.info	

賛成反対の議論が激化するなか、まずは中立な立場で
防潮堤計画を勉強することを目的として、2012年7月市
民有志が発起人となり本会を結成。各行政機関の方や
専門家の方を講師に招き、	8月から10月半ばまでに13
回の勉強会を開催。述べ2500人以上の方が参加した。	



防潮堤を勉強する会（スケジュール）	

ホームページ（URL）	:	seawall.info	



気仙沼市における防潮堤建設に関する 	
要　 望 　書	

	
　美しく青い海と緑溢れる大地に恵まれた気仙沼。古（いにしえ）の時代から、この地に住 む私
たちは家族を養い、暮らしを立てるために海と生きてきました。海は常に身近にあり、 磯の匂い
や波の音、海で働く人々の活気溢れる生活がそこに存在しています。海はまさに、 私たちの生
活の一部であり、かけがえのない財産です。	
　 海は時に私たちに大きな災厄をももたらします。これまで何度となく地域を襲った津波災 害は、
私たちから多くのものを奪いました。しかしながら、私たちはそれでもその海を愛し、 覚悟を持っ
て海と共に生きる未来を選択します。この選択をする上で、津波災害への備えは 未来永劫に万
全でなければなりません。	
　 津波防災はただ一つの防災機能によって実現可能なものではありません。複合的な防災機 
能が合致し、理想的に連動して初めて実現するものです。防潮堤は津波防災機能の一つです 
が、全てではありません。最良の津波防災対策を実現してくためには、防潮堤の持つ防災効 果
を熟知し、同時に弱点や地域生活、地域文化への影響等を熟考する必要があると考えます。 そ
して、かけがえのない財産、この地で生きていく住民の生きる糧、エネルギーの源を失う 事の無
い様な結果を導き出さなければなりません。	
　 今回、決定される防潮堤建設は地域の未来を大きく左右することとなります。私たち防潮 堤を
勉強する会は、復旧・復興を遅らせることなくしかしこの重大な意思決定のプロセスに 住民が積
極的に関わり住民自らが意思決定を行うために 13 回にわたる住民主体の勉強会を 開催し、今
般の防潮堤建設計画に関し多角的に検討を進めて参りました。	
　 その成果を受け、私たち防潮堤を勉強する会発起人一同は、後世に遺恨、後悔を残さぬよ	
う、私たちの子孫に、安全・安心な暮らしと先人たちが守り続けてきた気仙沼らしい環境・ 景観そ
して文化を残すために、防潮堤建設事業の各主体者に対し以下の要望を致します。 	
	

記	
	

一、 　今回の被災地域の多様性を考慮し、一律に設計高に従った防潮堤を建設するのでは	
　　　 なく、地域の実情に合わせた防潮堤の整備を要望いたします。 	
	
一、 　防潮堤の形状、位置及び高さの決定に際しては、海岸法や宮城県議会の決議等に盛	
　　　 り込まれている住民意見の反映・住民合意の尊重を必ず遵守していただくことを要 	
　　　 望いたします。 	
	
一、 　合意形成にあたっては、一つの案に対して是か非ではなく複数の選択肢を用意して 	
　　　 いただくことを要望いたします。	
	
一、　住民が選択し易い、考え提案し易い環境づくりのためのわかりやすい情報提供、各 	
　　　 説明会・意見交換会・設計・施工などの日程の早い段階での明示及び周知の徹底な 	
　　　 ど説明会から建設までのプロセスにおいて、透明性の確保を要望いたします。	
	
一、　防潮堤建設計画のみならず、市域の総合的な防災計画を早期に示していただくこと 	

　　　を要望いたします。	

要望書の提出	
勉強会から見えてきた課題をもとに、
要望書を作成。2012年11月から12
月にかけ、宮城県や気仙沼市、及
び各行政機関に提出を行った。	
	

要請事項　	

①  地域の多様性/実情に合わせた整備	

②  住民意見の反映・住民合意の尊重	

③  複数案の選択肢を提示	

④  分かり易い情報提供 /透明性の確保	

⑤  総合的な防災計画としての整備	



・防潮堤計画のいくつかの課題が改善された	
	
・市民が防潮堤に対する多角的な知識を得た	
　（勉強会の一般公開/HPによる資料・議事録の公開）	
	
・市民を行政と対等な立場へと押し上げた	
　（各種メディアにより防潮堤計画は社会の注目を浴びる）	
	
					

防潮堤を勉強する会の成果	







大谷地区	

人口3700人（自治会数13）。大谷海岸という1kmに渡る
砂浜を有し、震災前は日本の水浴場55選、快水浴場88
選、水浴場百選に選ばれるなど、海水浴場として地域内
外から愛される場所であった。	

大谷海岸�

大 谷�



TP 9.8m	

大谷海岸	
気仙沼市大谷海岸に当初建設が予定され
ていた防潮堤は高さ9.8m・底辺幅40m、断
面が台形型のコンクリートによる防潮堤。	



署名活動	
	

防潮堤の計画を受け、大谷地区振興
会連絡協議会は、大谷海岸における防
潮堤計画の一時停止と住民の意見の
反映を求めた署名活動を展開。その結
果人口3700人のうち1324人が署名し、
要望書とともに2012年11月に気仙沼市
長へ提出された。	



震災復興計画の作成	
	2012年7月末から9月末にかけて旧本吉町
内の15地域振興会（自治会）を対象にした復
興計画づくり。大谷海岸は地域全体の財産
であることを確認し、防潮堤は砂浜の上には
つくらず砂浜を残す意思決定がなされ、平成
24年11月に気仙沼市長へ提出された。	
	



大谷まちづくり勉強会 
大谷地区の20代から30代が中心となり大
谷の震災復興計画から新しい大谷海岸を
考える勉強会を開催。その結果を各振興
会（各自治会）へ提言。その後はコミュニ
ティ活動へ動きをシフトする。	



大谷里海づくり	
検討委員会	

2014年9月に結成。大谷地区の若い世代
が中心のまちづくり協議会。30名の委員
のうち8割が20代から40代。大谷地区振
興会連絡協議会から、大谷海岸周辺の
整備計画の検討を任せられる。	

ま　　　ち	









2014年12月、振興会と検討委員会を対象にした行政説
明会。はじめて国道かさ上げ案が示されたが、実現の
可能性がほとんどないとの説明であった。	

行政説明会	
（対象：振興会と検討委員会）	









住民が考えた大谷海岸の

復興計画	

2015年8月、要望書と共に気仙沼市長へ提出	





2016年7月、大谷里海づくり
検討委員会も協力し大谷海
岸の整備計画に関する住民
説明を開催。防潮堤のセッ
トバック及び国道背後地の
かさ上げの実現した。	

住民説明会	



	

・大切なものがはっきりしている	
　（地域のアイデンティティの確認）	
	

・信頼関係の構築	
	　（対話できる関係性の構築）	
	
・共感度上げていく / 共通する思いの切取り	
　（共通言語を増やす /	部分的合意形成の切り取り）	

大谷地区のまちづくりの特徴	







ご清聴ありがとうございました 


